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問合せ先 コーポレート本部長  河野 寿子 
（TEL：03-5333-1711（代表）） 
 

 
 

ＥＭＳ事業におけるベトナム進出および現地子会社設立に関するお知らせ 

伸長する ASEAN 地域における主要顧客の増産および地産地消ニーズに対応 
 
当社は、2018 年２月 20日開催の取締役会において、ＥＭＳ事業におけるベトナム社会主義共和国への

進出および現地子会社設立に関し決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．現地子会社設立の理由： 

ｎｍｓホールディングスグループのＥＭＳ事業において、中核を成す株式会社テーケィーアール

（以下、ＴＫＲ）は、実装・プレス・成形・完成品組み立て、さらには、試作、部品調達、検査な

ど広範囲にわたるノウハウを有し、高い実装品質と低コストの生産ライン構築で、一貫生産・量産

はもちろんのこと、プロセス単体・少量多品種など、お客様のニーズに機動的に対応しています。 
 

 海外においては、中国（東莞）、マレーシアに生産拠点を展開しグローバル生産体制を整えてきま

したが、お客様の生産における市場・地域の分散化や、地産地消ニーズが高まる中、アセアン地域

における生産体制拡充の必要性が増しており、このたび、ベトナム社会主義共和国（以下、ベトナ

ム）に生産体制を構築し、グローバル事業体制の拡充を図ることとしたものです。 
 

   ベトナム市場は、豊富な労働力に加え、工業団地の開設や港湾、空港等、ビジネスインフラの整

備が進行しており、日系メーカーが「チャイナ＋１」として生産拠点戦略を進める中、今後も成長

が期待される有望市場です。 
 

   今回設立する生産拠点は、プレス工場と実装組立工場で構成され、敷地は40,000㎡となり、 

ｎｍｓグループにおける最大規模の生産拠点となります。場所は、Ba Thien Ⅱ Industrial Parkで 

主要顧客の近くに位置しており、人材確保や物流の面からも利点が多い地域です。ＴＫＲは主要顧

客の増産に対応するとともに、実績を活かしながらアセアン地域における地産地消ニーズも取り込

み、顧客基盤の拡大を図ります。 
 

また、ベトナムにおいては、ｎｍｓグループはすでに人材ソリューション事業（ＨＳ事業）にお

いて人材派遣及び製造受託の拠点を設置し事業展開しており、今回のＥＭＳ事業における生産体制

拡充の効果も活かし、グループワイドでアセアン地域における事業の発展をめざします。 
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２．新設子会社の概要： 

（１） 名 称 TKR MANUFACTURING VIETNAM CO., LTD（仮称） 

（２） 所 在 地 
Ba Thien Ⅱ Industrial Park, Thien Ke Ward, Binh Xuyen 

District, Vinh Phuc Province, Viet Nam 

（３） 代 表 者 社長 中川 浄 

（４） 事 業 内 容 電子部品・自動車部品・その他部品の製造、部品の販売他 

（５） 工 場 概 要 
プレス工場 （土地 20,000㎡、建物 11,000㎡） 

実装組立工場（土地 20,000㎡、建物 20,000㎡） 

（６） 資 本 金 182万ＵＳドル（約２億円） 

（７） 設 立 年 月 日 2018年 5月（予定） 

（８） 株主及び持株比率 株式会社テーケィアール 100％ 

 
 
 

３．今後の日程： 

2018年５月（予定）設立登記 

2019年４月（予定）事業開始 
 
 
 

４．業績見通しへの影響： 

当該子会社設立に伴う費用の反映は来期となるため、今期業績見通しへの影響はありません。 

来期業績における影響につきましては、2018年（平成 30年）３月期決算発表（５月中旬予定）

にて開示する業績予想に織り込み、開示いたします。 

以 上 


